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(54)【発明の名称】 酸素濃度計センサ及び相互接続コネクタ

(57)【要約】
【課題】  複数のシステムで使用可能な酸素濃度計セン
サを提供する。
【解決手段】  酸素濃度計センサは、第１の発光ダイオ
ード、第２の発光ダイオード及び光電検出器を含む。各
発光ダイオードの陽極及び陰極への電気的接続、及び光
電検出器の端子への電気的接続がコネクタに提供され
る。相互接続コネクタが酸素濃度計センサのコネクタ、
及び酸素濃度計システムと通信するコネクタの間に挿入
される。相互接続コネクタは、発光ダイオードを酸素濃
度計システムに適合する構造でセンサ・コネクタとシス
テム・コネクタとを電気的に接続するために選択される
相互接続配線を有する。詳細には、第１の相互接続コネ
クタは発光ダイオードを共通の陽極配列で構成し、第２
の相互接続コネクタは背中合わせの構造で構成する。何
れのコネクタも２つのコネクタを有するシェル、又は各
端部にコネクタを有する可撓性ケーブルの形であり得
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の酸素濃度計システムに用いられる
酸素濃度計センサであって、
陽極及び陰極を有し、十分な電圧が該陽極から該陰極に
印加された場合に、第１の波長の光を放射する第１の発
光ダイオードと、
陽極及び陰極を有し、十分な電圧が該陽極から該陰極に
印加された場合に、第２の波長の光を放射する第２の発
光ダイオードと、
第１の端子及び第２の端子を有し、光電検出器に入射す
る光の様々な強度に応答する測定可能な特性を有する光
電検出器と、
前記第１の発光ダイオードの前記陽極に接続される第１
の接触子と、前記第１の発光ダイオードの前記陰極に接
続される第２の接触子と、前記第２の発光ダイオードの
前記陽極に接続される第３の接触子と、前記第２の発光
ダイオードの前記陰極に接続される第４の接触子と、前
記光電検出器の前記第１の端子に接続される第５の接触
子と、前記光電検出器の前記第２の端子に接続される第
６の接触子とを有するセンサ・コネクタと、
を含む、酸素濃度計センサ。
【請求項２】  前記酸素濃度計センサと酸素濃度計シス
テム・モニタとを相互接続するための相互接続コネクタ
を更に含み、該相互接続コネクタは、前記センサ・コネ
クタの接触子と係合可能な接触子を有する第１のコネク
タと、前記酸素濃度計システム・モニタのコネクタの接
触子と係合可能な接触子を有する第２のコネクタとを有
し、前記相互接続コネクタは、前記第１の発光ダイオー
ド、前記第２の発光ダイオード、及び前記光電検出器を
前記酸素濃度計システム・モニタに電気的に相互接続す
るために、前記第１のコネクタの選択された接触子を前
記第２のコネクタの選択された接触子に電気的に接続す
ることを特徴とする、請求項１に記載の酸素濃度計セン
サ。
【請求項３】  前記相互接続コネクタは、第１の端部に
前記第１のコネクタを有し、第２の端部に前記第２のコ
ネクタを有するシェルを含む、請求項２に記載の酸素濃
度計センサ。
【請求項４】  前記相互接続コネクタは、第１の端部に
前記第１のコネクタを有し、第２の端部に前記第２のコ
ネクタを有する可撓性ケーブルを含む、請求項２に記載
の酸素濃度計センサ。
【請求項５】  前記相互接続コネクタは、前記第１の発
光ダイオード及び前記第２の発光ダイオードを共通の陰
極構造で電気的に相互接続することを特徴とする、請求
項２に記載の酸素濃度計センサ。
【請求項６】  前記相互接続コネクタは、前記第１の発
光ダイオード及び前記第２の発光ダイオードを共通の陽
極構造で電気的に相互接続することを特徴とする、請求
項２に記載の酸素濃度計センサ。 *
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*【請求項７】  前記相互接続コネクタは、前記第１の発
光ダイオード及び前記第２の発光ダイオードを背中合わ
せの構造で電気的に相互接続し、前記第１の発光ダイオ
ードの陽極は前記第２の発光ダイオードの陰極に接続さ
れ、前記第１の発光ダイオードの陰極は前記第２の発光
ダイオードの陽極に接続される、請求項２に記載の酸素
濃度計センサ。
【請求項８】  酸素濃度計センサと酸素濃度計システム
・モニタとを相互接続する相互接続コネクタであって、
前記酸素濃度計センサは、第１及び第２の発光ダイオー
ドの陽極及び陰極に電気的に接続される接触子と、光電
検出器の端子に電気的に接続される接触子と、を有する
センサ・コネクタを有し、
該センサ・コネクタの前記接触子と係合可能な接触子を
有する第１のコネクタと、
前記酸素濃度計システム・モニタと電気的通信を行うシ
ステム・コネクタの接触子と係合可能な接触子を有する
第２のコネクタと、
前記第１の発光ダイオード、前記第２の発光ダイオー
ド、及び前記光電検出器を前記酸素濃度計システム・モ
ニタに適合する構造で電気的に相互接続するために、前
記第１のコネクタの選択された接触子と前記第２のコネ
クタの選択された接触子とを電気的に接続する前記第１
のコネクタと前記第２のコネクタとの間の電気的な相互
接続と、
を含む、相互接続コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、パルス酸素測定検
出の分野に関し、より詳細には、パルス酸素測定検出シ
ステムで用いられるセンサに関する。
【０００２】
【従来の技術】低い血中酸素量の早期検出は、多種多様
な医療処置において重要である。例えば、患者が重傷者
管理及び外科的処置において十分な酸素供給を受けない
場合、ほんの数分でこの患者を脳傷害及び死に至らしめ
得る。この危険性のために、医療産業は、酸素測定法、
即ち血中の酸素の状態の研究及び測定法に取り組んでき
た。酸素測定法の特定のタイプであるパルス酸素測定法
は、血液の酸素の状態の指標である動脈血の酸素飽和度
を測定するために広く容認された無侵襲的手法である。
パルス酸素濃度計（オキシメータ）は、血中の酸素飽和
度を測定するために患者に取り付けられたセンサに依存
する。
【０００３】従来より、パルス酸素濃度計センサは、赤
色光エミッタ、赤外光エミッタ、及び光ダイオード検出
器を有する。センサは一般に、患者の指、耳たぶ、又は
足に取り付けられる。指に取り付けられる場合、センサ
は、エミッタが指の外側の組織を通して、その中に含ま
れる血管及び毛細血管に光を投じるように配置される。
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光ダイオードは、透過光が指の外側の組織から現れた時
に、それを検出するように、指の反対側に配置される。
光ダイオードは、透過光に基づいて信号を生成し、この
信号を酸素濃度計に中継する。酸素濃度計は、センサに
より放射された２つの波長（赤色光及び赤外光）の動脈
血による吸収の差を計算することによって、血中の酸素
飽和度を決定する。
【０００４】パルス酸素測定産業で用いられる検出装置
には、大きく分けて少なくとも２つのタイプがある。第
１のタイプは、背中合わせの構造で連結された赤色光エ
ミッタと赤外光エミッタとを有する。即ち、赤色光エミ
ッタ及び赤外光エミッタは、発光ダイオードであり、そ
れぞれが個々の陽極及び陰極を有する。当該技術では周
知であるように、適切な極性の十分な電圧が発光ダイオ
ードの陽極及び陰極の間に印加されると、発光ダイオー
ドは、所定の波長の光（例えば、赤色光又は赤外光）を
放射する。発光ダイオードを背中合わせの構造で連結す
ることにより、同一の電圧源を両方の発光ダイオードに
用いることができる。従って、電圧源が第１の極性を有
する場合、２つの発光ダイオードの１つが起動されて光
を放射し、電圧源が反対の極性を有する場合は、他方の
発光ダイオードが起動されて光を放射する。酸素濃度計
システムから発光ダイオードへは、わずかに２つの結線
のみが必要であることが理解されるであろう。（例え
ば、本願の譲受人に譲渡され、参考文献として本願に組
み入れられている米国特許第5,758,644号を参照された
い。特に、米国特許第5,758,644号の図８Ａを参照され
たい。）光電検出器は有利なことに、両方の発光ダイオ
ード及び光電検出器がわずかに３本の相互結線により酸
素濃度計システムに接続されるように、２つの結線の一
方と、第３の結線との間に接続されることができる。
【０００５】一般用センサの第２のタイプは、共通の電
極構造に２つのエミッタを接続する。即ち、各エミッタ
の２つの電極の一方（例えば、各エミッタの陰極）が、
酸素濃度計システムへの１つの結線に共通に接続され
る。各エミッタの他方の電極（例えば、陽極）は、酸素
濃度計システムへの別々の結線を有するので、エミッタ
には合計３つの結線が必要である。光電検出器は、酸素
濃度計システムへの少なくとも１つの更なる結線を有す
るので、センサには合計４つのコネクタが必要である。
（例えば、米国特許第5,578,644号の図４Ａを参照され
たい。）
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】酸素濃度計システムは
一般に、上述の２つのセンサの１つと共に使用されるよ
うに設計されているので、両タイプの酸素濃度計システ
ムを保有する病院は、背中合わせのエミッタ用に設計さ
れた酸素濃度計システムに適合する３線センサの在庫
と、共通電極センサ用に設計された酸素濃度計システム
に適合する４線センサの在庫とを備えていなければなら
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ない。３線センサを４線の酸素濃度計システムで用いる
ことを可能にする変換ユニット、及び４線センサを３線
の酸素濃度計システムで用いることを可能にする他の変
換ユニットが市販されているが、これらの変換ユニット
は高価であり、通常、別々の電源から電力を供給される
変換電子装置を含む。変換ユニット及び変換ユニットに
必要な電気的接続は生来大きすぎるので、変換ユニット
は、手術室等の病院の環境には特に相応しくない。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の一態様は、複数
の酸素濃度計システムで用いられる酸素濃度計センサで
ある。この酸素濃度計センサは、陽極及び陰極を有する
第１の発光ダイオードを含む。第１の発光ダイオード
は、十分な電圧が陽極から陰極に印加されると、第１の
波長の光を放射する。このセンサは、陽極及び陰極を有
する第２の発光ダイオードを更に含む。第２の発光ダイ
オードは、十分な電圧が陽極から陰極に印加されると、
第２の波長の光を放射する。このセンサは、第１の端子
と第２の端子とを有する光電検出器を含む。光電検出器
は、光電検出器に入射する光の様々な強度に応答する測
定可能な特性を有する。センサは、第１の発光ダイオー
ドの陽極に接続される第１の接触子と、第１の発光ダイ
オードの陰極に接続される第２の接触子と、第２の発光
ダイオードの陽極に接続される第３の接触子と、第２の
発光ダイオードの陰極に接続される第４の接触子と、光
電検出器の第１の端子に接続される第５の接触子と、光
電検出器の第２の端子に接続される第６の接触子と、を
有するセンサ・コネクタを含む。本発明の本態様では、
酸素濃度計センサは更に、酸素濃度計センサと酸素濃度
計システム・モニタとを相互接続するための相互接続コ
ネクタを含む。相互接続コネクタは、センサ・コネクタ
の接触子と係合可能な接触子を有する第１のコネクタを
含む。相互接続コネクタは、酸素濃度計システム・モニ
タのコネクタの接触子と係合可能な接触子を有する第２
のコネクタを含む。相互接続コネクタは、第１のコネク
タの選択された接触子を第２のコネクタの選択された接
触子に電気的に接続し、第１の発光ダイオード、第２の
発光ダイオード、及び光電検出器を酸素濃度計システム
・モニタに電気的に相互接続する。実施の一形態におい
て、相互接続コネクタは、第１の端部に第１のコネクタ
を有し、第２の端部に第２のコネクタを有するシェルを
含む。別の実施の形態において、相互接続コネクタは、
第１の端部に第１のコネクタを有し、第２の端部に第２
のコネクタを有する可撓性ケーブルを含む。５線の酸素
濃度計監視システムを用いたある適用例では、相互接続
コネクタは、第１の発光ダイオード及び第２の発光ダイ
オードを共通の陽極構造で電気的に相互接続する。４線
の酸素濃度計監視システムを用いた別の適用例では、相
互接続コネクタは、第１の発光ダイオード及び第２の発
光ダイオードを背中合わせの構造で電気的に相互接続
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し、この場合、第１の発光ダイオードの陽極は、第２の
発光ダイオードの陰極に接続され、第１の発光ダイオー
ドの陰極は、第２の発光ダイオードの陽極に接続され
る。
【０００８】本発明の別の態様は、酸素濃度計センサと
酸素濃度計システム・モニタとを相互接続するための相
互接続コネクタであり、酸素濃度計センサは、第１及び
第２の発光ダイオードの陽極及び陰極に電気的に接続さ
れる接触子と、光電検出器の端子に電気的に接続される
接触子と、を有するセンサ・コネクタを含む。相互接続
コネクタは、センサ・コネクタの接触子と係合可能な接
触子を有する第１のコネクタを含む。相互接続コネクタ
は、酸素濃度計システム・モニタと電気通信するシステ
ム・コネクタの接触子と係合可能な接触子を有する第２
のコネクタを含む。相互接続コネクタは、第１のコネク
タと第２のコネクタとの間の電気的な相互接続を更に含
み、この相互接続は、第１のコネクタの選択された接触
子を第２のコネクタの選択された接触子に電気的に接続
し、第１の発光ダイオード、第２の発光ダイオード、及
び光電検出器を酸素濃度計システム・モニタに適合する
構造で電気的に相互接続する。
【０００９】
【発明の実施の形態】本発明の好ましい実施の形態は、
添付の図面に関連して以下で説明される。図１は、酸素
濃度計モニタ１１０及び酸素濃度計センサ１１２を含む
典型的な酸素濃度計システム１００を例示する。酸素濃
度計モニタ１１０及び酸素濃度計センサ１１２は、酸素
濃度計ケーブル１２０により相互接続される。一般に、
酸素濃度計モニタ１１０はコネクタ１２２を有し、酸素
濃度計センサ１１２はコネクタ１２４を有する。更に、
酸素濃度計ケーブル１２０は、酸素濃度計モニタのコネ
クタ１２２に適合する第１のコネクタ１２６と、酸素濃
度計センサのコネクタ１２４に適合する第２のコネクタ
１２８とを有する。作動時には、コネクタ１２２及びコ
ネクタ１２６が係合され、そしてコネクタ１２４及びコ
ネクタ１２８が係合されて、酸素濃度計モニタ１１０と
酸素濃度計センサ１１２との間の電気的接続を生ずる。
当該技術において周知であるように、酸素濃度計センサ
１１２は、患者の血液の酸素量をモニタすることができ
るように、患者の身体の一部に取り付けられる（例え
ば、患者の手の指又は患者の足の指に取り付けられ
る）。例えば、患者の例示的な手の指１４０に取り付け
られたセンサ１１２を示す図２を参照されたい。
【００１０】酸素濃度計センサ及び酸素濃度計モニタの
動作に関する詳細は、例えば、本願の譲受人に譲渡さ
れ、参考文献として本願に組み入れられている米国特許
第5,632,272号、第5,758,644号、第5,769,785号、第5,7
82,757号、及び第6,002,952号で確認することができ
る。
【００１１】図３は、酸素濃度計システム２００の概略
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ブロック図を示しており、これは共通陽極の発光ダイオ
ード構造を駆動するための５線の相互接続を有する図１
の酸素濃度計システム１００の実施の形態である。具体
的には、図３の実施の形態は、モニタ・コネクタ２２２
及びセンサ・コネクタ２２４を介して５線ケーブル２２
０により相互接続される酸素濃度計モニタ２１０及び酸
素濃度計センサ２１２を含む。５線ケーブル２２０は、
モニタ・コネクタ２２２に接続される第１のコネクタ２
２６と、センサ・コネクタ２２４に接続される第２のコ
ネクタ２２８とを含む。
【００１２】図示されるように、酸素濃度計モニタ２１
０は、発光ダイオード（ＬＥＤ）ドライバ・サブシステ
ム２３２を制御し、受信及び調整サブシステム２３４か
ら情報を受信し、更に、表示サブシステム２３６上に患
者に関する情報（例えば、脈拍数及び血液の酸素量レベ
ル）を表示するコントローラ２３０を含む。酸素濃度計
モニタ２１０は、例えば、電力供給サブシステム、及び
ユーザ・インターフェース等の他のサブシステム（図示
せず）を含んでもよい。
【００１３】酸素濃度計センサ２１２は、陽極及び陰極
を有する第１の発光ダイオード２５０を含む。第１の発
光ダイオード２５０は有利なことに、十分に高い電圧が
陽極から陰極に印加されると、第１の波長の光（例え
ば、電磁スペクトルの赤色部分の光）を放射する。
【００１４】酸素濃度計センサ２１２は、陽極及び陰極
を有する第２の発光ダイオード２５２を含む。第２の発
光ダイオード２５２は有利なことに、十分に高い電圧が
陽極から陰極に印加されると、第２の波長の光（例え
ば、電磁スペクトルの赤外部分の光）を放射する。
【００１５】酸素濃度計センサ２１２は、陽極及び陰極
を有する光電検出器（例えば、光ダイオード）２６０を
含む。光電検出器２６０は、ある波長範囲内の光が光電
検出器２６０の作用部分に入射すると、陽極から陰極へ
の電流の伝導を変化させる公知の方法で動作する。光電
検出器２６０は、電磁スペクトルの赤色及び赤外部分の
光に応答する。光電検出器２６０の導電率の大きさは、
そこに入射する光の強度に依存する。従って、酸素濃度
計センサ２１２が、例えば、酸素濃度計センサ１１２に
関して図２に例示されるように、患者の手の指に取り付
けられる場合、通常指の片側（例えば、図２に示される
ように上側）に取り付けられる発光ダイオード２５０及
び２５２から放射される光は、指を透過して、指の反対
側（例えば、図２に示されるように下側）に取り付けら
れる光電検出器２６０に入射する。参照として上に記載
した特許に記載されているように、光電検出器２６０の
導電率に応答する信号は、赤色光の発光ダイオード２５
０の起動に応答して患者の身体の部分を透過する光の強
度を決定するため、及び赤外光の発光ダイオード２５２
の起動に応答して患者の身体の部分を透過する光の強度
を決定するために測定するのが有利である。２つの異な
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7
る波長に応答して検出される強度は、血液の酸素量レベ
ルに応じて変化するので、患者の血液の酸素量レベル
は、測定された信号から決定することができる。
【００１６】光に応答する光電検出器２６０の導電率の
変化により生ずる信号は、受信及び調整サブシステム２
３４への入力として供給され、このサブシステム２３４
は、信号を受信し、この信号を調整し、そして調整され
た信号をコントローラ２３０に供給する。コントローラ
２３０は、血液の酸素量レベル及び脈拍数を決定するた
めに、調整された信号を更に処理し、血液の酸素量レベ
ル及び脈拍数が視覚的に表示されるように、表示サブシ
ステム２３６への信号を生成する。更に、可聴信号（例
えば、アラーム信号）が提供されてもよい。また、情報
が、酸素濃度計モニタ２１０により記録されるか、又は
入出力インターフェース（図示せず）を介して他の装置
（図示せず）に供給されてもよい。
【００１７】図３に示されるように、第１の発光ダイオ
ード２５０及び第２の発光ダイオード２５２は、共通の
陽極構造で接続される。当業者は、２つの発光ダイオー
ド２５０及び２５２が、電圧基準の適切な変更により、
共通の陰極構造（図示せず）で接続されることも可能で
あることを理解するであろう。第１の発光ダイオード２
５０の陰極は、コネクタ２２４及びコネクタ２２８のそ
れぞれの第１の接触子を介し、ケーブル２２０の第１の
導線２７０を介し、コネクタ２２６及びコネクタ２２２
のそれぞれの第１の接触子を介して、ＬＥＤドライバ・
サブシステム２３２に電気的に接続される。第１の発光
ダイオード２５０の陽極は、コネクタ２２４及びコネク
タ２２８のそれぞれの第２の接触子を介し、ケーブル２
２０の第２の導線２７２を介し、コネクタ２２６及びコ
ネクタ２２８のそれぞれの第２の接触子を介して、ＬＥ
Ｄドライバ・サブシステム２３２に電気的に接続され
る。第２の発光ダイオード２５２の陰極は、コネクタ２
２４及びコネクタ２２８のそれぞれの第３の接触子を介
し、ケーブル２２０の第３の導線２７４を介し、コネク
タ２２６及びコネクタ２２２のそれぞれの第３の接触子
を介して、ＬＥＤドライバ・サブシステム２３２に電気
的に接続される。第２の発光ダイオード２５２の陽極
は、第１の発光ダイオード２５０の陽極と共通に接続さ
れるので、第２の発光ダイオード２５２の陽極もまた、
それぞれの第２の接触子及び第２の導線２７２を介して
ＬＥＤドライバ・サブシステム２３２に接続される。
【００１８】光電検出器２６０の陽極は、コネクタ２２
４及びコネクタ２２８のそれぞれの第４の接触子を介
し、ケーブル２２０の第４の導線２７６を介し、コネク
タ２２６及びコネクタ２２２のそれぞれの第４の接触子
を介して、信号受信及び調整サブシステム２３４に接続
される。光電検出器２６０の陽極は、コネクタ２２４及
びコネクタ２２８のそれぞれの第５の接触子を介し、ケ
ーブル２２０の第５の導線２７８を介し、コネクタ２２
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６及びコネクタ２２２のそれぞれの第５の接触子を介し
て、受信及び調整サブシステム２３４に電気的に接続さ
れる。
【００１９】参照として上に記載した特許でより詳細に
論じられているように、第１の発光ダイオード２５０
は、陽極に対してよりも陰極に相対的に低い電圧を印加
することによって、第１の発光ダイオード２５０の陰極
からの電流を低くすることにより駆動され、光を放射す
る。同様に、第２の発光ダイオード２５２は、陰極に相
対的に低い電圧を印加することによって、第２の発光ダ
イオード２５２の陰極からの電流を低くすることにより
駆動され、光を放射する。参照した特許で更に論じられ
ているように、低い駆動電圧は通常、１つの発光ダイオ
ードのみが常時作動するように、交互に発光ダイオード
の２つの陰極に印加される。更に、各発光ダイオードが
駆動された後に、何れの発光ダイオードも駆動しない選
択された持続時間が設けられるように、交互の駆動パタ
ーンが通常設定される。
【００２０】発光ダイオード２５０及び２５２のそれぞ
れにより放射される光は、光電検出器２６０により検出
され、光電検出器２６０は、検出された光の強度の変化
に応じた信号を生成する。光電検出器２６０により生成
される信号は、上述のように、２本の導線２７６及び２
７８と、コネクタの接触子とを介して、受信及び調整サ
ブシステムにより検出される。２本の導線２７６及び２
７８を介して検出される信号に対するノイズの影響を軽
減するために、２本の導線２７６及び２７８は、可撓性
のシールド（例えば、編組線）２８０により覆われるこ
とが好ましく、このシールド２８０は、例示される実施
の形態において、コネクタ２２６及び２２２のそれぞれ
のシールドの接触子を介して酸素濃度計モニタ２１０内
でアースされる。（本明細書での４線及び５線システム
への言及では、シールド及びシールドに関連する結線は
導線数に含まれないことに留意されたい。）
【００２１】図３の想像線（点線）により更に示される
ように、酸素濃度計センサ２１２は、発光ダイオードの
１つ（例えば、図３の発光ダイオード２５０）に並列に
接続される抵抗器２９０を含むことが有利である。例え
ば、参考文献として本願に組み入れられている米国特許
第5,758,644号に記載されているように、抵抗器２９０
は、センサ２１２を識別するために用いることが有利で
ある。具体的には、ダイオード２５０を駆動させるため
に必要な電圧よりも低い電圧が抵抗器２９０に印加され
ると、抵抗器２９０の抵抗により決定される電流が抵抗
器２９０を通って流れる。電流は、抵抗器２９０の抵抗
を決定するために測定されることが可能である。抵抗器
２９０の抵抗は、センサ２１２を同定するために用いる
ことができる。例えば、異なる特性を有するセンサ（例
えば、小児用、新生児用、大人用等）は、異なる抵抗値
で同定することが可能である。
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【００２２】図４は、酸素濃度計モニタ３１０と酸素濃
度計センサ３１２との間に４線の相互接続ケーブル３２
０を組み入れた酸素濃度計システムを例示する。酸素濃
度計モニタ３１０は、図３の酸素濃度計モニタ２１０に
類似しており、同様の構成要素は図４において適宜、図
３の各構成要素の参照番号に１００を加えた数字を付与
されている。
【００２３】図３のＬＥＤドライバ・サブシステム２３
２とは異なり、図４のＬＥＤドライバ・サブシステム３
３２は、モニタ・コネクタ３２２への結線を２つのみ有
する。また、図３の対応する構成要素とは異なり、図４
の第１の発光ダイオード３５０及び第２の発光ダイオー
ド３５２は、それぞれの陽極が共通に相互接続されてい
ない。逆に図４では、第１の発光ダイオード３５０の陽
極が、第２の発光ダイオード３５２の陰極に接続されて
いる。第１の発光ダイオード３５０の陰極は、第２の発
光ダイオード３５２の陽極に接続される。図４の光電検
出器３６０は、図３の光電検出器２６０の結線と同様の
方法で接続される。
【００２４】共通に接続された第１の発光ダイオード３
５０の陽極と第２の発光ダイオード３５２の陰極とは、
コネクタ３２４及び３２８のそれぞれの第１の接触子を
介し、ケーブル３２０の第１の導線３７０を介し、コネ
クタ３２６及び３２２のそれぞれの第１の接触子を介し
て、ＬＥＤドライバ・サブシステム３３２に接続され
る。
【００２５】共通に接続された第１の発光ダイオード３
５０の陰極と第２の発光ダイオード３５２の陽極とは、
コネクタ３２４及びコネクタ３２８のそれぞれの第２の
接触子を介し、ケーブル３２０の第２の導線３７２を介
し、コネクタ３２６及びコネクタ３２２のそれぞれの第
２の接触子を介して、ＬＥＤドライバ・サブシステム３
３２に接続される。
【００２６】光電検出器３６０の陽極は、コネクタ３２
４及びコネクタ３２８のそれぞれの第３の接触子を介
し、ケーブル３２０の第３の導線３７４を介し、コネク
タ３２６及びコネクタ３２２のそれぞれの第３の接触子
を介して、信号受信及び調整サブシステム３３４に接続
される。光電検出器３６０の陰極は、コネクタ３２４及
びコネクタ３２８のそれぞれの第４の接触子を介し、ケ
ーブル３２０の第４の導線３７６を介し、コネクタ３２
６及びコネクタ３２２のそれぞれの第４の接触子を介し
て、信号受信及び調整サブシステム３３４に接続され
る。
【００２７】図３のセンサ２１２とは異なり、図４のセ
ンサ３１２は、各発光ダイオード３５０及び３５２を、
唯一の信号線を介する別々の信号によって駆動させるわ
けではない。逆に図４では、発光ダイオード３５０と３
５２のいずれも、同じ一対の信号線に接続される。従っ
て、図４では、第１の発光ダイオード３５０は、第１の
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発光ダイオード３５０の陽極と第２の発光ダイオード３
５２の陰極との共通の結線に相対的に高い電圧を印加す
ることにより作動する。第１の発光ダイオード３５０の
陰極と第２の発光ダイオード３５２の陽極との共通の結
線に対してよりも相対的に高い電圧が印加される。従っ
て、第１の発光ダイオード３５０は、陽極から陰極へ順
バイアスされ、第２の発光ダイオード３５２は陰極から
陽極へ逆バイアスされる。それにより、第１の発光ダイ
オード３５０のみが作動する。
【００２８】同様に、第２の発光ダイオード３５２は、
第２の発光ダイオード３５２の陽極と第２の発光ダイオ
ード３５２の陰極との共通の結線に相対的に高い電圧を
印加することにより作動する。第２の発光ダイオード３
５２の陰極と第１の発光ダイオード３５０の陽極との共
通の結線に対してよりも相対的に高い電圧が印加され
る。従って、第２の発光ダイオード３５２は、陽極から
陰極へ順バイアスされ、第１の発光ダイオード３５０
は、陰極から陽極へ逆バイアスされる。それにより、第
２の発光ダイオード３５２のみが作動する。
【００２９】図４に更に示されるように、酸素濃度計セ
ンサ３１２は、発光ダイオード３５０及び３５２に並列
に接続される任意の抵抗器３９０（想像線（点線）で示
される）を含むことが有利である。図３の抵抗器２９０
に関して上述したように、抵抗器３９０は、発光ダイオ
ード３５０と発光ダイオード３５２とのどちらかを駆動
させるのに必要な電圧よりも低い電圧が抵抗器３９０の
両側に印加される場合に、センサ３１２を同定するのに
有利に使用される。
【００３０】図３及び４、並びに上述の説明から解かる
ように、センサ２１２は３つの駆動信号及び２つの検出
信号を出力するために５セットの信号導体（即ち、接触
子及び信号線）を必要とする。対照的に、センサ３１２
は、二重極性駆動信号及び２つの検出信号を出力するた
めに４セットの導線のみを必要とする。従って、従来の
技術の項で論じられた従来の扱いにくい変換システムを
用いずに、センサ２１２をセンサ３１２用に設計された
酸素濃度計システムで用いることはできず、センサ３１
２をセンサ２１２用に設計された酸素濃度計システムで
用いることはできない。従って、一般に、両タイプの酸
素濃度計システムを有する病院は、両タイプのセンサ２
１２及び３１２を備える。
【００３１】図５に示されるように、本発明の実施の一
形態は、５線の酸素濃度計システム又は４線の酸素濃度
計システムで作動する酸素濃度計センサ４１２である。
改良された酸素濃度計センサ４１２は、第１の（例え
ば、赤色光の）発光ダイオード４５０及び第２の（赤外
光の）発光ダイオード４５２を含む。各発光ダイオード
４５０及び４５２は、それぞれの陽極及びそれぞれの陰
極を有する。センサ４１２は、光電検出器４６０を更に
含み、光電検出器４６０は、第１の端子及び第２の端子
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を有し、上述のように作動する。上述の公知の装置とは
異なり、各発光ダイオード４５０及び４５２の陽極及び
陰極は、センサ４１２のコネクタ４７０の別々のコネク
タ・ピン（即ち、接触子）に接続される。具体的には、
第１の発光ダイオード４５０の陽極は、第１のコネクタ
・ピン４７１に接続され、第１の発光ダイオード４５０
の陰極は、第２のコネクタ・ピン４７２に接続される。
第２の発光ダイオード４５２の陽極は、第３のコネクタ
・ピン４７３に接続され、第２の発光ダイオード４５２
の陰極は、第４のコネクタ・ピン４７４に接続される。
光電検出器４６０の陽極は、第５のコネクタ・ピン４７
５に接続され、光電検出器４６０の陰極は、第６のコネ
クタ・ピン４７６に接続される。センサ４１２は、発光
ダイオードの１つ（例えば、第１の発光ダイオード４５
０）に接続される抵抗器４９０を含むことが有利であ
る。或いは、抵抗器４９０は、図６に関連して以下で論
じられるように、独立したコネクタ・ピンに連結されて
もよい。
【００３２】センサ４１２の６個のコネクタ・ピン４７
１乃至４７６は、図３の５線の酸素濃度計システム２１
０か図４の４線の酸素濃度計システム３１０のいずれか
に直接接続可能ではない。従って、センサ４１２は、セ
ンサ４１２と５線の酸素濃度計システム２１０とを相互
接続させるための第１の相互接続コネクタ５００（図７
に示される）、及びセンサ４１２と４線の酸素濃度計シ
ステム３１０とを相互接続させるための第２の相互接続
コネクタ６００（図９に示される）と組み合わせて用い
られる。相互接続コネクタ５００及び６００は、図７の
相互接続コネクタ５００により例示されるように、第１
及び第２のコネクタを共通のシェルに有するソリッド相
互接続コネクタであってよい。或いは、相互接続コネク
タ５００及び６００は、図９の相互接続コネクタ６００
により例示されるように、各端部にコネクタを有する複
数のケーブルとして構成されてもよい。
【００３３】図６は、本発明に従った代替のセンサ４１
２’を例示する。センサ４１２’は、抵抗器４９０が第
１の発光ダイオード４５０に接続されていない点を除
き、図５のセンサと同様である。逆に、センサ４１２’
では、抵抗器４９０の第１の端子がコネクタ４７０’の
第７の接触子４７７に接続され、抵抗器４９０の第２の
端子がコネクタ４７０’の第８の接触子４７８に接続さ
れる。この別のセンサ４１２’は、図８及び１０に関連
して以下で更に論じられる。
【００３４】図７に示されるように、相互接続コネクタ
５００は、第１の端部に第１のコネクタ５１０を有す
る。コネクタ５１０は、センサ４１２のコネクタ・ピン
４７１乃至４７６に係合する６個の接触子５１１乃至５
１６を有する。相互接続コネクタ５００は、第２の端部
に第２のコネクタ５２０を有する。コネクタ５２０は、
図３の５線の酸素濃度計システム２１０に接続される５
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線ケーブル２２０のコネクタ２２８の第１、第２、第
３、第４及び第５の接触子のそれぞれと係合する５個の
接触子５２１乃至５２５を有する。図示されるように、
接触子５１２は接触子５２１に接続され、接触子５２１
はケーブル２２０の第１の導線２７０に接続され、それ
により第１の（赤色光の）発光ダイオード４５０の陰極
をＬＥＤドライバ・サブシステム２３２の赤色光駆動装
置の出力に電気的に接続する。接触子５１４は、接触子
５２３に接続され、接触子５２３はケーブル２２０の第
３の導線２７４に接続され、それにより第２の（赤外光
の）発光ダイオード４５２の陰極をＬＥＤドライバ・サ
ブシステム２３２の赤外光駆動装置の出力に電気的に接
続する。接触子５１１及び５１３は、相互接続コネクタ
５００内で電気的に相互接続され、且つケーブル２２０
の第２の導線２７２に接続されるコネクタ５１０の第２
の接触子５１２に電気的に接続される。従って、両方の
発光ダイオード４５０及び４５２の陽極は、酸素濃度計
モニタ２１０のＬＥＤドライバ・サブシステム２３２に
電気的に接続される。
【００３５】接触子５１５は、接触子５２４に接続さ
れ、接触子５２４はケーブル２２０の第４の導線２７６
に接続され、これにより光電検出器４６０の陽極を受信
及び調整サブシステム２３４に電気的に接続する。接触
子５１６は、第５の接触子５２５に電気的に接続され、
第５の接触子５２５はケーブル２２０の第５の導線２７
８に接続される。従って、光電検出器４６０の陽極は、
受信及び調整サブシステム２３４に接続される。第４の
導線２７６及び第５の導線２７８の周囲のシールド２８
０は、図３に関連して上述したように、ケーブル２２０
の一部であることに留意されたい。
【００３６】図８は、図６の代替センサ４１２’と組み
合わせて用いられ、この代替センサ４１２’を５線の酸
素濃度計システム２１０と相互接続する相互接続コネク
タ５００’を例示する。上述のように、このセンサ４１
２’の抵抗器４９０は、コネクタ４７０’内に２つの独
立した接触子４７７及び４７８を有する。代替の相互接
続コネクタ５００’のコネクタ５１０’は、相互接続コ
ネクタ５００のコネクタ５１０に類似しているが、コネ
クタ５１０’は抵抗器の接触子４７７及び４７８と係合
する２つの更なる接触子５１７及び５１８を含む。図８
において、接触子５１７及び５１８は、抵抗器４９０が
第１の発光ダイオード４５０に効果的に接続されるよう
に、第１の発光ダイオード４５０の陽極及び陰極のそれ
ぞれに接続される信号線に電気的に接続される。従っ
て、相互接続コネクタ５００’は、図３のセンサ２１２
と同じ電気インピーダンス特性を与えるように、抵抗器
４９０を接続する。相互接続コネクタ５００’は、第２
の発光ダイオード４５２に、又は光電検出器４６０に抵
抗器４９０を接続するように変更することが可能である
ことが理解されるべきである。更なる代替案として、接
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触子５１７と５１８とは接続されなくてもよく、その場
合、抵抗器４９０は酸素濃度計の回路に接続されない。
従って、代替センサ４１２’及び相互接続コネクタ５０
０’は、他のセンサ構造との適合性を与える点で更なる
柔軟性をもたらす。
【００３７】図９の相互接続コネクタ６００は、センサ
４１２のコネクタ４７０のコネクタ・ピン４７１乃至４
７６と係合する６個の接触子６１１乃至６１６を有する
第１のコネクタ６１０を有する可撓性ケーブル６０４を
含む。相互接続コネクタ６００の可撓性ケーブル６０４
は、５個の接触子６２１乃至６２５を有する第２のコネ
クタ６２０を有する。第２のコネクタ６２０は、４線の
酸素濃度計システム３１０のコネクタ３２２と係合す
る。
【００３８】コネクタ６１０の接触子６１１及び６１４
は、ケーブル６０４内で共に電気的に接続され、ケーブ
ル６０４の第１の導線６３１を介してコネクタ６２０の
接触子６２１に接続される。従って、第１の発光ダイオ
ード４５０の陽極及び第２の発光ダイオード４５２の陰
極は共に共通に結線され、この共通の結線は、酸素濃度
計モニタ３１０のＬＥＤドライバ・サブシステム３３２
に接続される。
【００３９】コネクタ６１０の接触子６１２及び６１３
は、ケーブル６０４内で共に電気的に接続され、ケーブ
ル６０４の第２の導線６３２を介してコネクタ６２０の
接触子６２２に接続される。従って、第１の発光ダイオ
ード４５０の陰極及び第２の発光ダイオード４５２の陽
極は共に接続され、酸素濃度計モニタ３１０のＬＥＤド
ライバ・サブシステム３３４に接続される。
【００４０】コネクタ６１０の接触子６１５は、ケーブ
ル６０４の第３の導線６３３を介してコネクタ６２０の
接触子６２３に電気的に接続される。従って、光電検出
器４６０の陽極は、酸素濃度計モニタ３１０の受信及び
調整サブシステム３３４に接続される。コネクタ６１０
の接触子６１６は、ケーブル６０４の第４の導線６３４
を介してコネクタ６２０の接触子６２４に電気的に接続
される。従って、光電検出器４６０の陰極は、酸素濃度
計モニタ３１０の受信及び調整サブシステム３３４に接
続される。第３の導線６３３及び第４の導線６３４は、
可撓性のシールド６４０により覆われることが好まし
く、このシールド６４０は、コネクタ６２０の第５の接
触子６２５に接続され、それにより、酸素濃度計モニタ
３１０のアース結線に接続される。
【００４１】図１０は、図６の代替センサ４１２’と共
に用いられる代替ケーブルの相互接続コネクタ６００’
を例示する。このケーブルの相互接続コネクタ６００’
は、コネクタ６１０’がセンサ４１２’のコネクタ４７
０’の第７の接触子４７７及び第８の接触子４７８と係
合する第７の接触子６１７及び第８の接触子６１８を含
む点を除き、図９のケーブルの相互接続コネクタ６００*
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*と同様である。更に、ケーブル６０４’は、第７の接触
子６１７及び第８の接触子６１８からケーブル６０４’
の選択された信号線への電気的な相互接続を含むことが
有利である。例えば、図１０において、抵抗器４９０が
２つの背中合わせのダイオード４５０及び４５２に電気
的に接続されるように、第７の接触子６１７は第１の信
号線６３１に電気的に接続され、第８の接触子６１８は
第２の信号線６３２に電気的に接続される。相互接続コ
ネクタ６００’は、抵抗器４９０を光電検出器４６０に
接続するように変更することが可能であることが理解さ
れるべきである。更なる代替案として、接触子６１７及
び６１８はケーブル６０４’内で接続されなくてもよ
く、その場合、抵抗器４９０は酸素濃度計の回路に接続
されない。従って、代替センサ４１２’及び相互接続コ
ネクタ６００’は、他のセンサ構造との適合性を与える
点で更に柔軟性をもたらす。
【００４２】図７及び８の相互接続コネクタの実施の形
態５００及び５００’は、ケーブル２２０が使い捨て部
品とは意図されずにモニタ２１０と共に販売される場
合、特に有利であることに留意すべきである。従って、
相互接続コネクタ５００及び５００’は、既存のモニタ
２１０及びケーブル２２０が共に使用され続けることを
可能にする。相互接続コネクタ５００及び５００’を、
使い捨て部品として、又は非使い捨て部品として生産す
ることが可能である。
【００４３】図９及び１０のケーブルの相互接続コネク
タの実施の形態６００及び６００’は、元のケーブル３
２０が使い捨て部品を意図した場合に特に有利である。
このような場合、ケーブルの相互接続コネクタ６００及
び６００’は同様に使い捨てであってよく、図７及び８
の相互接続コネクタ５００及び５００’を生産するため
に必要な余分なコネクタを製造する必要はない。
【００４４】相互接続コネクタ５００、５００’、６０
０、６００’は、上述のセンサ及びモニタ構造との使用
に限定されないことが理解されるべきである。例えば、
相互接続コネクタは、発光ダイオード４５０及び４５２
を共通の陰極構造で接続するように構成されてもよい。
従って、本発明は、既存の酸素濃度計モニタとの適合性
のみならず柔軟性も提供する。
【００４５】パルス酸素濃度計センサは、本発明の様々
な実施の形態に関連して詳細に開示された。これらの実
施の形態は、例として開示されたものであり、本願の請
求項により定義される本発明の範囲を限定するものでは
ない。当業者は、本発明の範囲内の多数の変形及び変更
が可能であることを理解するであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】酸素濃度計モニタ及び酸素濃度計センサを含む
典型的な酸素濃度計システムのブロック図である。
【図２】患者の指に取り付けられた図１の酸素濃度計セ
ンサの絵図である。
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【図３】図１の酸素濃度計システムを共通の陽極構造で
接続された発光ダイオードを用いて実施する酸素濃度計
システムの概略ブロック図である。
【図４】図１の酸素濃度計システムを背中合わせの（即
ち、第１のダイオードの陽極が第２のダイオードの陰極
に接続され、第１のダイオードの陰極が第２のダイオー
ドの陽極に接続される）構造で接続された発光ダイオー
ドを用いて実施する酸素濃度計システムの概略ブロック
図である。
【図５】図３の酸素濃度計モニタと共に、又は図４の酸
素濃度計モニタと共に動作する本発明の酸素濃度計セン
サの実施の一形態を示す図である。
【図６】抵抗器のための更なる接続を伴う図５の酸素濃
度計センサの別の実施の形態を示す図である。
【図７】酸素濃度計センサが共通の陽極構造で発光ダイ
オードと相互接続されるように、酸素濃度計センサと図
３の酸素濃度計モニタとを相互接続する相互接続コネク*
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*タと組み合わせられた図５の酸素濃度計センサを示す図
である。
【図８】酸素濃度計センサが共通の陽極構造で発光ダイ
オードと相互接続されるように、酸素濃度計センサと図
３の酸素濃度計モニタとを相互接続する相互接続コネク
タと組み合わせられた図６の酸素濃度計センサを示す図
である。
【図９】酸素濃度計モニタが背中合わせの構造で発光ダ
イオードと相互接続されるように、酸素濃度計センサと
図４の酸素濃度計モニタとを相互接続する相互接続ケー
ブルと組み合わせられた図５の酸素濃度計センサを示す
図である。
【図１０】酸素濃度計モニタが背中合わせの構造で発光
ダイオードと相互接続されるように、酸素濃度計センサ
と図４の酸素濃度計モニタとを相互接続する相互接続ケ
ーブルと組み合わせられた図６の酸素濃度計センサを示
す図である。
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